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新年明けましておめでとうございます 

 

会長 貝 原 吉 男 

会員の皆様 明けましておめでとう御座います。  

平素より会の活動に多大のご協力、ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。 

昨年は「北」がその年を表す文字として選ばれました。確かに北朝鮮の暴

発、北部日本の災害等、北に纏わる余り良くない動きがありましたが、一方、

我が同窓会豊能は大阪の北のてっぺんにあり、連協の北摂連合の中でも活発

な同窓会として約 100名の会員の方々が元気に活動された年でもありました。 

さて、大阪府高齢者大学同窓会では各地区とも毎年会員の減少に頭を悩ませています。今年も豊

能、能勢地区で高齢者大学、ONCC 合わせて 40 名超の方々が卒業されますが、個人情報保護法の関

係でなかなか個別の募集活動ができず苦慮しております。幸い ONCCでは既会員の方々のご紹介やご

推薦で少し明るい光が見えてきましたので、これから 3月末まで頑張って勧誘活動を行って参りま

すが、引き続き会員の皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 

会員、あるいは卒業生の皆さんからよくお聞きするのは、同窓会の活動がどれだけ楽しく或いは

いかに地域に溶け込んでいるのかが、同窓会加入の大きな判断基準になっているとのお話をよくお

伺いします。 

昨年も各同好会の活動が活発で、町内の福祉活動に長年にわたり積極的に参加されたとして表彰

を受けられた方々や、また、訪問先の福祉施設の利用者の方々からの評判も高く、個人的なファン

がおられる会員の方もいらっしゃるとのことでした。また、茨木、豊中地区同窓会との交流会や青

春１８きっぷの旅などの恒例の催し物にもたくさんの方々のご参加をいただきました。 

本年も輝ける「北」を目指して、昨年より少しでも多くの会員の方々に楽しく、有意義に参加し

ていただけるよう、種々の催し物の企画や同好会の活動を、役員一同、皆様とともに計画して参り

たいと思っておりますので、引き続きのご協力ご支援をよろしくお願いいたします。 

本年も皆様にとりまして素晴らしい年でありますように！ 
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「青春 18きっぷの旅」報告 

   

 
 

                                 高大 2期 後藤 銃吾 

12月 13日（水）青春 18きっぷを利用して歴史と文化の匂う町龍野を散策してきました。折か

ら寒さの厳しい時でしたが、天候に恵まれ絶好の散策日和となりました。ちょっとしたハップニ

ングがあり、1名が遅刻となりましたが、幸い龍野で合流し総勢 9名（男性 5名、女性 4名）で

鄙びた静かな町をそぞろ歩きしてきました。 

川西池田 9時 35分発の快速に乗車、尼崎 9時 50分発姫路行に乗り継ぎ、芦屋では全員着席、

以後帰りも含めて立ちん坊はほぼ無しの幸運でした。男性はボックス席を確保し、朝からさしつ

さされつの上機嫌、女性も大いに話の花が咲いたことと推察しています。本龍野には 11時 43分

に到着し、たつのの町に繰り出しました。 

まず、「醤油の郷 大正ロマン館」で休憩、大正時代のレ

トロな建物を見学、次いで「三木露風の生家」を訪れまし

た。露風が 6歳の時、学校から帰ると母は見当たらず、弟

を連れて鳥取の実家に帰って行った後でした。「赤とんぼ」

は故郷の思い出と、幼き日の母の思い出を歌ったものと思

われます。 

「たつの市立龍野歴史文化資料館」（入館料 100円）では古代の出土遺物から、中世の生活、軍

事遺品、龍野城と城下町関係、近世の生活、手延素麺まで展示されており、たつの市の生い立ち

が理解できます。次いで「本丸御殿」を見学、木村さんは陣羽織と兜を着せていただき、手に槍

をもってさっそうとした姿で写真に納まりました。兜は本当に重かっ

たようで、これで戦うのは大変と言われていましたが、手に持った槍

はどうも張りぼての様でした。龍野城主脇坂氏は外様で江戸の様子に

気を使い、築城は遠慮して本丸といえども城というよりは御殿でした。

龍野城は 500年前の山城と現在の地の平城の二期に分けられ、山城は

赤松村秀により築かれ、天正 5年秀吉に明け渡しました。その後は平

城で、何度か城主交代があり、脇坂安正が入封し、明治まで続きまし

た。脇坂家は当初 5万 3千石で、赤穂城の受け取りや幕末には老中な

どの要職を務めました。 

本丸御殿退出は午後 1時 30分でそれから中央公民館まで歩き、やっ

と弁当にありつきました。おやつを沢山いただましたのでお陰様で行き倒れにはなりませんでし

た。昼食後は「赤とんぼ歌碑」で赤とんぼのメロディを聞き、「うすくち醤油資料館」（入館料 10

円）ではうすくち醤油には米も使われること、また、清らかな揖保川の水と赤穂の塩と温暖な気

候により龍野醤油が生まれたことなどを知りました。 

龍野城とその静かな城下町に加え、赤とんぼと醤油と揖保乃糸の郷を満喫し、本龍野 3時 48

分発の電車で帰路につきました。 
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  第１３回親睦囲碁大会“閉幕” 
囲碁の会    

香川 忠輝 

 囲碁の会では、第１３回親睦囲碁大会を 11月 6日（月）～12月 15日（金）に西公民館で開催

しました。 

 参加者 11名、2ヶ月間にわたり熱闘を繰り広げました。 

 優勝は岡田忠弘さん、準優勝 多賀谷順一さん、3位 中西悟さんと優勝から 3位までが勝率 6

割以上というハイレベルな戦いとなりました。優勝者には、賞状と賞品が贈られ、さらにその後

の忘年会もあり、にぎやかにそして楽しい 1年のまとめとなりました。 

 今回ご参加いただいた方々に厚くお礼申し上げます。 

   

 

        

同好会取材 

ペタンククラブ  
“投げ納め” 

                                                           編集委員 土井一実 

12月 24日(日)グラウンドに歩いて来るのに暑かったといってコートを脱いでいる方もあるほ

ど朝の冷え込みも和らぎ絶好のペタンククラブの“投げ納め”の日となりました。9時 30分、集

まった皆さんで早速スタートです。真剣にコース、緩急を見極め投球します。ボール一個分の間

をぬってビュットに近づける素晴らしい技を見せつけられました。さすが週 3回練習しておられ

るなと感じ入りました。今日は終了後、近くで打ち上げ、カラオケを楽しまれるそうです。 

代表の竹田登喜勇さんの話 

当クラブは今年 2人の新入会員があり、現在会員数は 15人(男性 8人、女性 7人)です。毎週 3

日(日・水・金)、 9:30から「ふれあい広場」で練習しています。 

年齢、男女に関係なくすぐにでもできるスポーツです。一度体験に来てください。ペタンク球は

用意しますので運動しやすい服装でお出で下さい。竹田 738-2174までお電話ください。 

          

優勝者岡田忠弘さん(左) 熱戦・思案中

です 
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